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１ 都市計画の目標 
（１）まちづくりの課題 

智頭町では、過去 25 年間で人口が約４割減少し、また 15～64 歳の生産年齢人口が急激に減

少するなど、人口構造の歪みが顕著となっており、地域の担い手不足や生活サービスの維持が

困難となるなど、深刻な状況が生じている。今後も高齢化率の上昇が見込まれ、医療・福祉・

公共交通を中心とした地域基盤の維持・強化が不可欠である。 

本都市計画区域内においても、人口密度の低下や空き家の増加が進んでいることから、「コ

ンパクト・プラス・ネットワーク」の考え方に基づき、都市機能の集約と居住エリアの再編、

公共施設の適正配置といった持続可能な都市構造への転換が求められている。 

 
注）令和 2 年までは実績値（都市計画基礎調査より）。 

  令和 7 年は都市計画基礎調査からの推定値（国勢調査結果は市町村人口のみのため） 

表 智頭都市計画区域の人口推移 

 

ア 活力あるまちづくり 

本都市計画区域では鳥取自動車道、国道 53 号、国道 373 号、主要地方道津山智頭八東

線、JR因美線、智頭急行智頭線など、広域連携軸として多様な交流の基盤が整えられてお

り、これらは住民が新たな取組に挑戦する上で大きな可能性を持っている。 

市街地である JR 智頭駅周辺地区では、商業、医療、福祉などの公共施設を集積させる

ことで、都市型住宅などの居住施設整備が促進されるなど、町の「顔」となる地区として、

多様な活躍が生み出される場となることが期待されている。 

町内の各地域が持つ特色や特性を活かした活動の促進や、交流を促す場づくり、豊かな

自然環境や歴史文化を背景としたコミュニティビジネスや小規模起業のための人材育成の

仕組みづくりなど、多様性のある挑戦を支える、活力あるまちづくりが求められる。 
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イ 地域資源を活かした魅力的なまちづくり 

本都市計画区域は、因幡街道と備前街道が交差する宿場町として発展し、国の重要文化

財である石谷家住宅や県内最古の酒造である諏訪酒造をはじめとした智頭宿の歴史的な町

なみを有するとともに、各種神社や行事など多様な歴史・文化資源を有している。また、

豊富な森林資源や千代川、土師川、北股川及び新見川を清流の軸として位置づけることで

形成される水と緑のネットワークは、自然と人が共生するまちづくりに向けて、住民の活

躍の可能性を広げる大きな資源となっている。 

これらの景観・文化・自然資源は、林業を始めとした地域の生業や、住民による地道な

維持管理活動によって支えられてきたものである。林業従事者の減少や地域住民の高齢化

などにより、地域資源の保全体制が弱体化しつつある中、町の景観形成計画で示された

「林業が育む景観」が持つ文化的価値を次世代につなぐため、区域に残る多くの資源を生

かした魅力的なまちづくりが求められている。 

なお近年は、観光交通の生活道路への侵入増加や、イベント時の駐車環境不足など観光

と生活環境との調和が求められており、自然豊かな環境を魅力として活かしつつ、安全で

安心な住民生活の確保と快適な観光サービス向上の両立を図ることが重要な課題となって

いる。 

 

ウ 地域コミュニティの活性化・持続可能な街づくり 

本都市計画区域では、地域住民参加型の共助交通として AI 乗合タクシー「のりりん」

を導入し、全住民をカバーし、見守りや交流を促進する動くコミュニティとして、智頭町

ならではのコンパクト・プラス・ネットワーク、ケア・コンパクトシティの実現を目指し

ている。 

しかしながら、今後さらに高齢者世帯や単身世帯が増加することを踏まえると、歩いて

暮らせる生活圏の形成、公共施設の集約化と再編、日常サービスの確保を含め、コンパク

トで持続可能な都市構造や地域交通体系の維持向上が求められる。 

また、多様な資源を活かした観光・交流の促進として、智頭宿や芦津集落、県の伝統的

建造物群保存地区である板井原集落などの歴史的景観拠点と、森林体験・里山活動を行う

周辺地域との連携強化が欠かせない。 

 

エ 環境・景観に配慮したまちづくり 

智頭町は 93％を 1,000m 級の山々や豊かな森林が占め、鳥取砂丘を育んだ千代川の源流

域など優れた自然環境を有している。森林は景観形成や水源涵養、防災に重要な役割を果

たしているが、林業従事者の減少や木材価格の低迷により、伐られないまま残されている

人工林で樹林の高齢化が進んでいる。 

これらの自然資源は町の魅力であり、森林資源の持続的な管理・保全を図りつつ、観

光・教育などの連携や産業の創出、地域外との協働など、自然環境を活かした地域振興に

取組必要がある。 

また、「智頭の林業景観」は「風景の国宝」ともいえる国の重要文化的景観として選定

されており、林業景観を活用しながら環境に配慮したまちづくりも重要な課題となってい
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る。 

 

 オ 防災減災・防犯まちづくり 

本都市計画区域は急峻な山地が多く、洪水浸水想定区域や多数の土砂災害警戒区域が市

街地周辺に分布しており、特に千代、土師川、新見川の流域には、居住地や生活利便施設

が集積している。 

一方、地震の被害想定においては、智頭町周辺にはいくつかの断層が存在しており、地

震に対する備えも重要な課題となっている。 

本区域は、地形的な条件により、土地利用の促進における災害に対する安全性の確保が

課題であり、避難ルートの確保、地域防災活動、排水対策、住宅・建築物の耐震化促進や

防災拠点の機能強化など、土地利用の誘導と災害リスクへの備えの両立が不可欠である。 

人口減少・少子高齢化が顕著であるため、土地利用計画と防災対策を一体的に進め、安

全・安心が実感できるまちづくりの推進が求められる。 

また、依然として全国的に侵入窃盗などの日常生活に関わる犯罪、子どもたちや高齢

者、女性などを狙う犯罪が発生している。本区域においても、それらの犯罪が防止され、

安心して暮らすことのでき犯罪に強いまちづくりを推進することが求められる。 
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（２）智頭町の広域的位置づけ 

智頭町のまちづくりの課題を踏まえ、広域的位置づけを、以下のとおりとする。 

発展方向 広域的な位置づけ 

広域交通網の結節点として、防災、医

療・福祉などの支援拠点の役割を担いつ

つ、豊かな森林資源や宿場町を始めとした

文化資源を活かした観光、定住の促進を図

る。 

○広域交流ネットワーク支える結節拠点 

〇自然・文化資源の活用 

○定住・観光拠点 

 

智頭町は、鳥取県東部の「東部広域都市圏域」に属し、県庁所在地である鳥取市を中心に形

成される広域的な都市・生活圏の一部を形成している。森林資源をはじめとする豊かな自然環

境や智頭宿などの歴史文化資源を有し、これらを活かした自然体験や歴史歓観光の拠点として

圏域の魅力向上に寄与するとともに、定住環境の維持・形成を通じて圏域における居住機能を

補完しており、さらに、町内を縦断する鉄道・幹線道路により、鳥取市と山陽・近畿方面を結

ぶ広域交通ネットワークを形成するなど、広域交通網の結節拠点として観光・生活・防災面に

おいて重要な役割を果たしている。 

 

（３）まちづくりの目標 

智頭町におけるまちづくりの課題、広域的位置づけを踏まえ、智頭都市計画区域におけるま

ちづくりの目標を次のように定める。 
ア 活力あるまちづくり 

・生活拠点においては、公的不動産を含む既存ストック（公共・公益施設や空き家、空地

など）の有効活用を検討し、民間のノウハウや資金も活用しながら移住・定住の促進、

地域産業や観光の活性化を図る。 

・市街地では、子どもから高齢者までのあらゆる世代や世帯が安心して暮らせるよう、身

近な医療・福祉・商業など生活に必要な施設の整備を進めるとともに、誰もが歩いて暮

らせる生活環境の創出を促進する。 

・町内外の地域間交流や人材育成を行う拠点を確保することで、多様なアイデアの創出と

新たな取組への挑戦を可能とする。 

 
イ 地域資源を活かした魅力あるまちづくり 

・歴史的町なみや伝統的建築物、豊かな自然環境といった地域資源を保存・継承し、交流

人口の拡大と地域活力の向上を図る。 

・森の恵みを享受できる環境づくりを始め、自然を活かした子育て支援、生きる力を育む

教育環境を整備、維持する。 

・農林業従事者の育成や農林産物の活用、新たな特産品開発（智頭ブランドの確立）な

ど、地域特性を活かした産業振興や観光振興に取り組む。 

 

ウ 地域コミュニティの活性化・持続可能なまちづくり 

・人口減少・少子高齢化の中で一定の人口密度を確保するためには、居住、医療、福祉、
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商業など、住民の日常生活に欠くことのできない都市機能を適切に配置することで、機

能を維持し、みんなで支え合い、いつまでも元気で健康に暮らし続けられる良好な居住

環境の形成を図る。 

・市街地と生活拠点を結ぶ公共交通を維持し、全町民が安心かつ快適に生活できるコンパ

クト・プラス・ネットワークなまちづくりに取り組む。 

・生活拠点においては、空き家・空き地など、既存ストックの有効活用に向けた取組を進

める。 

・高齢者や障がいのある人が自由に行動できるよう、鳥取県福祉のまちづくり条例に基づ

き人にやさしい都市環境の整備を図る。 

・智頭宿や石谷家住宅、板井原集落などの歴史的景観拠点と、森林体験・里山活動を行う

自然景観拠点の連携強化など、町内地域間の親交を深め、地域コミュニティの活性化を

図る。 

 

エ 環境・景観に配慮したまちづくり 

・山林・田園・清流などの豊かな自然を保全・活用しながら、潤いのある生活空間の形成

を進め、地域の個性や歴史、文化を大切にする環境に配慮したまちづくりを推進する。 

・優れた自然環境や歴史・文化資源を保全するとともに、その価値を十分に発揮させた観

光資源、学習の場などとして利活用を図る。 

・自家用車に過度に依存しない交通体系の充実、自然環境や景観に配慮した再生可能エネ

ルギーの導入、効率的なエネルギー利用など、環境・景観に配慮したまちづくりを推進

する。 

・歴史的な町なみ、林業景観、清流や田園風景など優れた景観は町民共有の財産であり、

地域の特色を活かした景観保全及び活用に努め、暮らしや観光、交流の基盤として持続

的に発展させる。 

 
オ 防災減災・防犯まちづくり 

  誰もが安心して暮らせる災害や犯罪に強いまちづくりを推進するため、地域防災計画や

総合計画などに沿って、以下の対策に取り組む。 

・緊急輸送道路など、災害に強い道路ネットワークを形成し維持する。 

・防災拠点となる役場などの公共施設の耐震化、老朽化に伴う更新、維持管理を行い、洪

水や土砂災害などの有事に対応可能な環境を整える。 

・浸水が想定される区域や土砂災害警戒区域などのハザードエリアでは、河川改修などの

必要なハード整備のほか、土地利用の誘導や避難ルート確保に取り組む。 

・住民などが災害危険箇所や避難路を事前に把握できるよう、必要に応じてハザードマッ

プを随時更新していくとともに、多様な情報通信手段により地域住民などにその情報を

周知する仕組みを構築する。 

・地域住民と協力して「支え愛マップづくり」を進めるとともに、更新を促すことで助け

合いや避難支援体制を強化する。また、浸水想定区域などに所在する要配慮者利用施設

については、避難の実効性を確保するため、避難確保計画の作成及び避難訓練の実施を
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支援する。 

・老朽化住宅の除却や無電柱化、住宅の耐震化、建築物の耐震化や不燃化、防犯環境の構

築などのハード対策と、危機管理体制の充実、地域防災力の向上、自主防犯活動の促進、

空き家の利活用などのソフト対策を一体的に進め、安全・安心な暮らしを実現する。 

    ・防犯設備の整備、空き家の解消と狭隘道路の改善、オープンスペースの確保などのハー

ド整備による防犯対策に加え、見守り活動などの犯罪の防止活動や生活環境の整備によ

り、安全で安心して暮らせるまちづくりを実現する。 
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（骨格形成図（智頭都市計画区域）） 
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２ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 
（１）区域区分の決定の有無 

ア 決定の有無の判断に当たっての検討事項 

●都市計画区域の地形その他の地理的条件について 

周囲は山地に囲まれ、南北に走る主要幹線道路である国道 53 号沿いに市街地が形成さ

れている。他の都市計画区域と隣接はなく、独自の区域を形成している。 

 
●人口の増減及び分布の変化並びに今後の見通しについて 

将来人口は徐々に減少していくと予想されるが、人口減少が進む中にあっては、生活利

便施設や公共交通の維持が難しくなることから、生活拠点の明確化と適切な土地利用によ

り、適正規模の市街地を維持することが重要となる。居住区域の設定に際しては、防災面

での安全性と生活サービスなどの利便性を総合的に考慮し、町全体の持続性向上を図る必

要がある。 

 
●工業、商業その他の産業の業況及び今後の土地需要の見通しについて 

本都市計画区域内の土地利用は安定しており、また、主な産業である林業の業況は、概

ね現況を維持することが見込まれる。 

 

●土地利用の現状、密集市街地、災害のおそれのある区域、農地が介在し公共施設整備と

ともに計画的な市街化を図るべき区域その他の土地利用転換又は土地利用密度の変更を図

るべき土地の区域の有無及び分布について 

該当する土地の区域はない。 

 
●都市基盤施設の整備の現状及び今後の見通しについて 

現況の市街地区域を基本として整備を進められており、今後も同様の見通しである。 

 
●産業振興などに係る計画の策定又は大規模プロジェクトなどの実施の有無について 

今後 10 年程度を見据え、老朽化に伴う庁舎、総合センター、病院及び保健福祉施設の

改修、無電柱化の推進を想定する。 

 
●都市的土地利用の拡散について 

概ね、農用地や保安林などにより規制されている。 

 
●緑地などの自然環境の整備又は保全について 

概ね、農用地や保安林などにより規制されている。 
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イ 区域区分の有無とその判断の根拠について 

区域区分の有無の判断基準に基づき、非区域区分都市とする。 

■区域区分の有無の判断基準 

［線引き都市計画区域］ 

（1）線引きを継続する 

線引き都市計画区域では、引き続き無秩序な市街化の防止や計画的な市街地形成、都市近郊の優良な農

地との調和を図る必要がある場合は、原則として線引きを継続することとする。 

（2）線引きを廃止する 

線引きを廃止した場合には再度線引きを適用することは事実上困難であることから、次の要件を全て満

たす場合に限り、線引きを廃止できるものとする。 

①都市計画区域を構成する市町村が一致して申し出る。 

②次の要件の全てに該当し、線引きの必要性がないと判断される。 

ア）市街地拡大の可能性がない。 

イ）良好な環境を有する市街地形成に支障がない。 

③線引きに代わる適切な土地利用規制がある。 

 

［非線引き都市計画区域］ 

（1）線引きを適用する 

・非線引き都市計画区域でも、無秩序な市街化の防止や計画的な市街地形成が必要となることが考えられる

ことから、次の要件を全て満たす場合に線引き適用する。 

①中核的な役割を担う人口 10 万人以上の都市が含まれる。もしくは、それ以外の都市において都市計画

区域を構成する市町村が一致して申し出る。 

②次の要件のいずれかに該当し、線引きの必要性があると判断される。 

ア）市街地拡大の可能性がある。 

イ）良好な環境を有する市街地形成に支障がある。 

③線引きに代わる適切な土地利用規制がない。 

（2）線引きを適用しない 

・（1）で示される①～③の要件のいずれかに該当しない場合は、原則として線引きを適用しないこととする。 
 

■区域区分の判断基準フロー図 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口が 10 万人以上の市の区域を含む都市計画区域 

線引き都市計画区域 未線引き都市計画区域 

線引きを廃止する必要があると

市町村が申し出 

市街地拡大の可能性がある 

●今後１０年間の人口増加が予想（世帯数増加） 

●地域社会に重大な影響を与える産業振興等に係

る計画の策定又は大規模プロジェクトの実施 

良好な環境を有する市街地形成に支障がある 

●都市的土地利用の拡散 

●緑地等の自然環境の整備又は保全 

区域区分に代わる適切な対応策がある 

白地地域の土地利用規制（用途地域、特定用途制限地域、地区計画等） 

線引き都市計画区域 非線引き都市計画区域 

良好な環境を有する市街地形成に支障がある 

●都市的土地利用の拡散 

●緑地等の自然環境の整備又は保全 

市街地拡大の可能性がある 

●今後１０年間の人口増加が予想（世帯数増加） 

●地域社会に重大な影響を与える産業振興等に係

る計画の策定又は大規模プロジェクトの実施 

人口が 10 万人以上都市計画区域 

線引きを含めた土地利用規制が必要であ

ると市町村が申し出 

法改正前 

法改正後 

Yes No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 
No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 
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３ 主要な都市計画決定方針 
（１）土地利用に関する主要な都市計画の決定方針 

ア 土地利用の基本方針 

まちづくりの基盤となる土地利用は、まちづくりの目標を実現するため、長期的視点に

立ち自然と都市が共存する土地利用を基本として、地域の特性を活かしつつ総合的かつ計

画的に行う。 

・市街地の規模は現況水準を維持し、都市的土地利用と農業的土地利用の明確化を図る。 

・市街地は、これまでに蓄積されてきた豊かな歴史文化を活用しつつ、環境改善や効率的

な土地利用を促進するための基盤整備などを進めるとともに、施設移転跡地や未利用と

なった宅地の活用により特色ある市街地空間の整備を図る。 

・市街地以外の区域では、農地及び森林の保全を図るとともに、集落地では、地域コミュ

ニティを維持するため、地域の特性に応じた生活環境の整備を図る。 

 
イ 主要用途の配置方針 

（ア）商業地 

・既存市街地中心部に位置する商店街周辺を賑わい創出エリアとして位置づけ、交通拠点

（鉄道・バス）と商業施設が立地する町の玄関口として機能強化を図るとともに、利便

性の高い暮らしと賑わいを創出する。 

・智頭宿周辺は観光を中心とした商業地に位置づけ、歴史的な街なみを保全・活用し、交

流人口の拡大を目指す。 

・幹線道路である国道 53 号沿いや鳥取自動車道のインターチェンジ周辺は、人と物の流

れを活かした沿道商業エリアに位置づけ、住民や来訪者の利便性向上を促進する。 

（イ）住宅地 

・既存市街地を中低層住宅ゾーンと位置づける。土砂災害警戒区域や千代川などの浸水想

定区域が含まれるが、安全な居住の誘導や避難体制の構築など、ハードとソフトの両面

の対策により、安全かつ良好な住環境の形成に努める。 

・既存市街地では、長寿命化計画に基づいた町営住宅の修繕や、空き家バンクの運用を進

め、移住定住の促進を図る。 

 
ウ その他の土地利用方針 

（ア）集落地 

・農地周辺の集落地は、ゆとりの居住地として位置づけ、営農条件と調和のとれた良好な

居住環境の整備に努め、生活道路などの生活基盤整備を推進する。 

（イ）レクリエーション地 

・中心市街地周辺をレクリエーションゾーンと位置づけ、新たに利便性の高い都市公園の

整備を検討する。 

（ウ）森林・農地 

・既存市街地を取り囲む森林や農地は、林業、景観、環境、防災などにおいて重要な要素

を有していることから、引き続き保全に努める。 
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エ 計画的な土地利用の実現に関する方針 

・立地適正化計画により、コンパクト・プラス・ネットワーク、ケア・コンパクトシティ

の形成を図り、持続可能なまちづくりを推進する。 

・交流拠点や中心拠点の整備に際しては、きめ細かな土地利用規制や周辺環境に配慮した

景観形成が必要であり、地域の町なみ、歴史・文化的な建物及び恵まれた自然要素など

の景観資源を活かしたまちづくりを推進するため、地区計画などの導入を検討する。 
 
（２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定方針 

ア 交通施設の都市計画の決定方針 

（ア）基本方針 

人口減少・少子高齢化などの社会情勢の変化や、全国で発生する災害での教訓を踏まえ、

地域活性化の取組、子どもや高齢者などの交通弱者への配慮、防災・減災の取組などを勘

案しながら、次の方針により整備を図る。 

・東部広域都市圏における定住・観光拠点及び広域交流ネットワーク結節拠点として、広

域的な交流を一層促進させるため、広域道路ネットワークや鉄道などの充実・維持によ

り、広域交通網の形成を図る。 

・住民の日常生活などに欠くことのできない地域内交通や市街地と生活拠点を結ぶ地域間

交通の安全対策、交通弱者に配慮した安全安心な交通網の形成を図る。 

（イ）主要な施設の配置方針と整備目標 

a 広域交流軸 

鳥取自動車道を広域交流軸に位置づけ、一層の利便性の向上と災害時の信頼性の確保

を課題としつつ、適切な維持管理に努める。 

    b 幹線道路 

国道 53 号、国道 373 号及び県道津山智頭八東線を幹線道路に位置づけ、必要な交通

安全対策と適切な維持管理に努める。 

c 橋梁 

町内に存在する道路橋梁について、長寿命化修繕計画に基づき適切な維持管理を図る。 

 

イ 上下水道及び河川の都市計画の決定方針 

（ア）基本方針 

a 上下水道 

上下水道とも施設の老朽化が進んでおり、各種計画に基づき、地域の実情に応じた合

理的かつ経済的な施設の維持管理や老朽施設の計画的更新、耐震化に取り組む。 

また、宅地造成などの開発事業を行う場合は、必要に応じ、区域の拡大や整備を検討

する。 

b 河川 

都市計画区域内を流れる千代川、土師川、新見川の３本の一級河川千代川水系の河川

整備は概ね完了しており、今後は生態系に配慮しつつ交流を促進する場となるよう親水

空間の整備や修景整備を促進するなど、河川環境の活用と維持管理に努める。 
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（イ）主要な施設の整備目標 

概ね 10 年以内に優先的に整備することを検討する内容は、次のとおりとする。 

a 上下水道 

各種計画に基づいた適切な維持管理に努める。 
      b 河川 

維持管理を行い、適切な河川環境の保全に努める。 

 
（３）市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定方針 

ア 基本方針 
市街地再開発を行う場合は、中心市街地の活性化やコンパクトなまちづくりを視野に入

れながら、周辺の豊かな自然環境との調和や都市防災面に配慮した土地区画整理事業、地

区計画などによる都市基盤の整備を検討する。 

 
（４）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定方針 

ア 基本方針 

本都市計画区域は、緑あふれる森林や千代川水系に囲まれた中に市街地や生活拠点が形

成されている。これらの豊かな自然は、町の個性を形成する重要な自然環境であり、適切

な保全と活用を図ることを基本方針とする。 
 

イ 主要な緑地の配置計画など 

・諏訪神社周辺や、市街地を流れる千代川・新見川・土師川の主要河川を、市街地におい

て自然環境の保全を図る区域として位置づけ、適正な維持管理に努める。 

・公共施設の集積地や中心商店街、歴史的建造物が残されている地区を都市環境形成区域

に位置づけるとともに、公共公益施設や民有地の緑化推進、住民の身近な公園、緑地、

広場の整備などにより良好な緑地環境の形成を促進する。 

 
（５）災害に強いまちづくりに関する方針 

ア 基本方針 

・風水害や震災などの自然災害の未然防止と被災の軽減の見地に立ち、山地災害危険地

区・土砂災害危険区域における治山事業及び砂防事業、土砂災害警戒区域における土砂

災害防止対策事業の推進を図るとともに、適正な維持管理により、河川の氾濫や内水に

よる被害の軽減に努める。 

・本都市計画区域の居住エリアは、山裾の土砂災害警戒区域や千代川などの浸水想定区域

が重複しているため、安全な居住の誘導や住民自治力を活用した避難体制の整備など、

ハードだけでなくソフト面の対策も講じる。 
イ 主要な災害に強いまちづくりの計画概要 

・災害に強い道路ネットワークの形成（緊急輸送道路などの強化）を図る。 

（道路法面対策、橋梁の耐震化、狭隘道路の解消、集落内の避難路整備・改良などの実施） 

・土砂災害危険区域において必要な対策事業を進め、災害強化を図る。 
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・空き家の有効活用や再生を推進し、災害時の倒壊危険性の低減や避難所としての活用を

推進する。 

・ 「地域防災計画」の定期的な見直しを行い、災害に強いまちづくりを推進する。 

・「防災ハザードマップ」を作成・更新するとともに、「支え愛マップ」を作成・更新し、

住民同士の助け合いの関係性を強化による避難体制の構築を推進する。 

 ・災害時でも生活機能が維持される「疎開」に適した住環境の整備を図る。 
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（都市計画マスタープラン図） 
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